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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、

米
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
多
国
間
主
義
の

衰
退
、
そ
し
て
自
国
主
義
の
台
頭
と
い
っ
た

国
際
秩
序
の
軋
み
は
、
い
っ
そ
う
顕
在
化
し

た
。
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
責
任
追
及
と
国
際
機

関
批
判
に
躍
起
と
な
る
超
大
国
の
指
導
者
を

尻
目
に
、
強
権
的
な
手
法
で
感
染
の
封
じ
込

め
に
成
功
し
た
中
国
は
、
国
際
機
関
や
地
域

で
の
政
治
・
経
済
・
軍
事
的
な
影
響
力
の
強

化
に
向
け
た
動
き
を
着
々
と
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
が
地
域
の
秩
序
構
造
に
及
ぼ

す
影
響
は
未
知
数
だ
が
、
少
な
く
と
も
中
国

が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を
国
際
秩
序
の
再
編

に
向
け
た
奇
貨
と
捉
え
て
い
る
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

いまを読む5冊
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①
は
、
中
国
の
対
外
的
な
行
動
原
理
を
そ

の
階
層
的
な
秩
序
観
や
強
烈
な
リ
ア
リ
ズ
ム

に
基
づ
く
世
界
観
に
加
え
、
家
父
長
制
に
基

づ
く
権
威
主
義
的
な
国
内
の
社
会
秩
序
構
造

に
求
め
る
。
中
国
の
対
外
政
策
は
、
絶
対
的

な
権
力
を
持
つ
指
導
者
の
考
え
方
や
、
そ
の

国
内
統
制
力
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け

て
き
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
習
近
平
体
制
下

の
国
内
統
制
の
強
化
に
よ
り
、
中
国
外
交
は

当
面
の
間
「
お
行
儀
の
よ
い
」
も
の
と
な
る

可
能
性
が
高
い
が
、
そ
れ
は
同
時
に
中
国
が

自
由
主
義
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
仕
掛
け
た
貿
易
戦

争
は
、
中
国
の
人
々
の
反
発
と
一
体
感
を
強

め
る
こ
と
で
、
権
威
主
義
体
制
の
強
化
に

い
っ
そ
う
貢
献
し
て
い
る
、
と
著
者
は
指
摘

す
る
。

　

②
は
、
海
洋
覇
権
と
海
洋
秩
序
の
形
成
を

め
ぐ
る
四
〇
〇
年
に
も
及
ぶ
歴
史
を
、
新
書

と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
サ
イ
ズ
に
ま
と
め
て

い
る
。「
航
行
の
自
由
」
を
は
じ
め
と
す
る

海
洋
規
範
や
秩
序
の
確
立
の
裏
に
は
、
常
に

そ
の
時
々
の
覇
権
国
や
大
国
の
利
害
が
存
在

し
た
。
同
時
に
著
者
は
、
二
〇
世
紀
に
お
け

る
国
連
海
洋
法
条
約
の
形
成
を
、
覇
権
国
だ

け
で
な
く
、
中
小
国
を
含
む
様
々
な
プ
レ
イ

ヤ
ー
に
よ
る
利
害
調
整
の
結
果
と
し
て
描
く
。

中
国
の
挑
戦
す
る
秩
序
と
は
、
ま
さ
に
そ
う

し
た
国
際
社
会
の
努
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
硝
子
細
工
の
よ
う
な
秩
序
で
あ
る
。

　

③
は
、
比
較
的
若
い
世
代
の
研
究
者
に
よ

る
、
冷
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
の
秩
序
形
成
に
関

す
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
米
国
の
み

な
ら
ず
、日
本
や
豪
州
、韓
国
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、

イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
や
中
国
の
「
秩
序
構
想
」

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
秩
序
形
成
へ
の
「
イ

ン
パ
ク
ト
」
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ

カ
主
導
か
中
国
主
導
か
と
い
う
二
元
論
に
陥

り
が
ち
な
こ
の
地
域
の
秩
序
論
に
、
新
た
な

視
座
を
提
供
し
て
い
る
。

　

東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
を
歴
史
的
観
点
か

ら
考
え
る
上
で
興
味
深
い
業
績
が
、
④
で
あ

る
。第
二
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
た
米
国
は
、

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
も
と
、
日
本

の
「
無
力
化
」
を
追
求
す
る
一
方
で
、
国
際

秩
序
の
共
同
管
理
国
と
し
て
の
中
国
の
「
大

国
化
」
を
図
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
共
調
停

の
挫
折
以
降
、
米
国
は
国
府
に
よ
る
中
国
の

大
国
化
よ
り
も
、
日
本
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

た
東
ア
ジ
ア
政
策
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な

る
。
歴
史
に
「
i
f
」
は
禁
物
だ
が
、
仮
に
米
国

が
国
府
に
よ
る
中
国
の
統
一
を
諦
め
て
い
な

け
れ
ば
、
そ
の
後
の
東
ア
ジ
ア
秩
序
は
ど
の

よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
国
際
政
治

学
者
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
⑤
は
、
自
由

主
義
的
な
秩
序
の
担
い
手
と
し
て
の
日
本

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
対
外
政
策
と
国
政

（statecraft

）
双
方
の
観
点
か
ら
多
面
的
に

考
察
し
て
い
る
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を
、
国

際
協
調
主
義
の
復
権
に
む
け
た
好
機
と
す
る

た
め
に
、
日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き

い
。
●
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二
〇
一
九
～
二
〇
年
は
、
日
本
政
治
史

研
究
に
と
っ
て
豊
作
の
年
だ
っ
た
。
ま
ず
、

二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
学
界
を
牽
引
し
て
き

た
一
九
五
〇
年
代
生
ま
れ
の
世
代
に
よ
る
、

総
決
算
的
研
究
を
二
冊
紹
介
し
た
い
。

　

①
は
、
史
料
翻
刻
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
編
纂
、
歴
史
認
識
問
題
、
歴
史
和
解
問

題
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
と
い
っ

た
広
範
な
自
身
の
取
り
組
み
を
総
括
す
る
。

本
書
を
通
じ
て
、「
歴
史
は
い
か
に
し
て
歴

史
に
な
る
の
か
」
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
同
時

に
、
研
究
者
た
ち
自
ら
が
、
史
料
閲
覧
・
一

般
利
用
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
構
築
に
多
大
な

時
間
を
割
い
て
き
た
こ
と
を
、
改
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
。初
学
者
の
み
な
ら
ず
、

交
錯
す
る
二
つ
の
国
際
秩
序
に

近
代
日
本
は
ど
う
臨
ん
だ
か

︻
評
者
︼

同
志
社
大
学
教
授

森 

靖
夫

⑤日本政治史
    ――現代日本を形作るもの
    清水唯一朗・瀧井一博・村井良太・編
    有斐閣、2020 年

①歴史に向きあう
    ――未来につなぐ近現代の歴史
    黒沢文貴・著
    東京大学出版会、2020 年

③芦田均と日本外交
   ――連盟外交から日米同盟へ
    矢嶋光・著
    吉川弘文館、2019 年

②近代日本と軍部1868‒1945
    小林道彦・著
    講談社現代新書、2020 年

④国際連盟
    ――国際機構の普遍性と地域性
    帯谷俊輔・著
    東京大学出版会、2019 年

いまを読む5冊
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専
門
家
も
必
読
の
書
で
あ
る
。

　

②
は
、
三
〇
年
以
上
に
わ
た
る
研
究
に
裏

打
ち
さ
れ
た
政
軍
関
係
史
で
あ
る
。
膨
大
な

史
料
を
丹
念
に
読
み
込
み
、「
常
識
」
に
挑

戦
す
る
仕
事
ぶ
り
は
ま
さ
に
職
人
芸
。
明
治

憲
法
の
癌
と
い
わ
れ
た
統
帥
権
独
立
制
の

辿
っ
た
道
を
自
明
の
も
の
と
せ
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
改
革
の
試
み
と
取
り
え
た
選
択
肢
を
示

す
。
ま
た
本
書
は
、
軍
人
の
み
を
主
体
と
し

て
描
く
こ
れ
ま
で
の
類
書
と
は
一
線
を
画

す
。「
一
卵
性
双
生
児
」と
し
て
出
自（
士
族
）

を
同
じ
く
す
る
日
本
の
政
党
と
軍
隊
は
、
本

来
、
水
と
油
の
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

冒
頭
の
語
り
か
ら
、
読
者
は
一
気
に
引
き
込

ま
れ
る
に
違
い
な
い
。

　

次
に
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
一
九
八
〇
年
代

生
ま
れ
の
世
代
に
よ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
著
作
を
二
冊
紹
介
し
た
い
。
③
は
、
芦
田

均
の
再
軍
備
論
の
思
想
的
系
譜
を
第
一
次
世

界
大
戦
期
に
ま
で
遡
っ
て
再
検
討
し
た
も
の

で
あ
る
。
再
軍
備
論
は
し
ば
し
ば
、
民
族
主

義
的
な
自
主
外
交
論
と
結
び
付
け
て
理
解
さ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
芦
田
の
場
合
、
国
際

連
盟
を
中
心
と
す
る
普
遍
主
義
的
国
際
秩
序

を
理
想
に
掲
げ
な
が
ら
、
そ
の
理
想
が
再
軍

備
論
に
帰
結
し
た
と
い
う
。
本
来
ア
ン
ビ
バ

レ
ン
ト
な
関
係
に
あ
る
「
国
連
を
中
心
と
す

る
集
団
安
全
保
障
」
と
「
日
米
同
盟
」
の
双

方
に
依
っ
て
立
つ
現
代
の
日
本
外
交
を
考
え

る
上
で
も
、
本
書
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

　

④
は
、
日
・
英
・
中
複
数
言
語
の
史
料
を

駆
使
し
て
国
際
連
盟
を
政
治
史
の
立
場
か
ら

描
き
き
っ
た
出
色
の
作
で
あ
る
。連
盟
史
は
、

創
設
当
初
か
ら
普
遍
性
に
問
題
を
抱
え
る
連

盟
が
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
勃
興
す
る
地
域

主
義
に
直
面
し
、
機
能
不
全
に
陥
っ
た
、
と

い
う
結
果
論
的
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
語
ら
れ

て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
書
は
、
普
遍
主

義
と
地
域
主
義
が
相
互
に
刺
激
し
な
が
ら
並

行
し
て
発
展
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
現

在
も
続
く
普
遍
的
国
際
機
構
と
地
域
機
構
と

の
共
存
関
係
へ
連
盟
史
を
架
橋
す
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。
同
時
に
、
満
洲
事
変
を
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
再

構
成
し
た
点
で
も
本
書
は
刺
激
的
で
あ
る
。

ぜ
ひ
前
掲
書
と
併
せ
て
読
ま
れ
た
い
。

　

近
年
ロ
シ
ア
や
中
国
が
、
普
遍
的
な
国
際

規
範
を
「
西
側
主
導
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ

れ
に
挑
戦
す
る
軍
事
行
動
を
と
っ
た
こ
と

で
、
わ
れ
わ
れ
が
共
有
し
て
き
た
普
遍
的
価

値
は
再
び
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
時

代
を
読
み
解
く
上
で
も
、
近
代
日
本
の
歩
ん

だ
道
を
顧
み
る
意
義
は
極
め
て
大
き
い
だ
ろ

う
。

　

最
後
に
、
現
在
の
学
界
を
リ
ー
ド
す
る

編
者
ら
に
よ
る
通
史
も
紹
介
す
る
。
⑤
は
、

一
八
五
〇
～
一
九
五
〇
年
代
の
約
一
〇
〇
年

の
歩
み
を
描
く
点
で
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
崩
壊
史

で
は
な
く
、
形
成
史
と
し
て
、
日
本
の
近
代

政
治
の
歩
み
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
真
の
意

味
で
わ
れ
わ
れ
は「
過
去
を
反
省
」し
、「
明

日
へ
の
糧
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
●




